
４．第32軍司令部壕の配置状況



第2・第3坑道

第2・第3坑道
坑道内レーザー測量実施区間
（現在⼊坑可能区間）

第5坑道
坑道内レーザー測量実施区間
（現在⼊坑可能区間）

第5坑道

第1坑道・壕の中央部
坑道崩落による⼊坑不可のため、
詳細な配置状況が不明。

４−１．平⾯配置状況
４．第32軍司令部壕の配置状況
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第2坑道 第3坑道
進⼊坑道

進⼊⽴坑

第5坑道 斜坑部始点
第2坑道起伏部

壕の中央部：詳細な構造が不明確

第5坑道坑道床⾯勾配=約1度（約2.16%）

壕の中央部：詳細な構造が不明確

第5坑道坑道床⾯勾配=約1度（約2.16%）

第5坑道
斜坑部始点

第2坑道
進⼊坑道

進⼊⽴坑
第2坑道起伏部

第3坑道

４−２．断⾯配置状況
４．第32軍司令部壕の配置状況
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５．既往資料収集整理・現地調査
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５−１．降⽔量状況と第32軍司令部壕内部の湛⽔・⼀部⽔没状況
５．既往資料収集整理・現地調査

令和3年7⽉と8⽉に、坑道内部の現地調査及び坑道内レーザー測量を実施した
ところ、第2・第3坑道において湛⽔または⼀部⽔没している状況が確認され
た。7/20〜7/24に発⽣した台⾵6号による⼤⾬（5⽇間で約300mm）により、
この湛⽔または⼀部⽔没が⽣じたと推察される。

第32軍司令部壕周辺の降⽔量状況（気象庁「那覇」観測所の公開データを使⽤して作成）
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気象庁「那覇」観測所

台⾵6号による⼤⾬
7/20〜7/24の5⽇間で300.5mm

7/27 現地調査
第2・第3坑道の
湛⽔・⼀部⽔没を確認

8/16 第2・第3坑道内レーザー測量
湛⽔・⼀部⽔没の継続を確認したため、
ポンプによる強制排⽔を実施

8/29 第5坑道内レーザー測量

20⽇間経過したが、
第2坑道の⽔没状況は⾃然解消されなかった。

※湛⽔とは、⽔が溜まることを意味する。
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５−２．第２坑道及び第３坑道の湛⽔及び⼀部⽔没状況
５．既往資料収集整理・現地調査

令和3年7⽉に実施した現地確認調査において、第2・第3坑道で湛⽔及び⼀部
⽔没している状況が確認された。

通常時第3坑道の状況①(平成23年5⽉) 通常時第3坑道の状況②(平成23年5⽉) 通常時第2坑道の状況(平成23年11⽉)

⽔没時 第3坑道の状況①(令和3年7⽉) ⽔没時 第3坑道の状況②(令和3年7⽉) ⽔没時 第2坑道の状況(令和3年7⽉)

発砲スチロール⽚（⽀保⼯間詰材）の
付着から想定される⽔位上昇位置

過年度調査湛⽔なし

今年度調査湛⽔あり



迂回坑道

エンジニアリング
トンネル

進⼊坑⼝

坑道崩落

坑道崩落

⽔没

➋

➌

➍

➎

➊写真撮影⽅向

⽔没

湛⽔
湛⽔

湛⽔
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５−２．第２坑道及び第３坑道の湛⽔及び⼀部⽔没状況
５．既往資料収集整理・現地調査

➋エンジニアリングトンネルの⽔没状況 ➌第３坑道の湛⽔状況

➎第２坑道奥の⽔没状況➍第２坑道の湛⽔状況
➊第３坑道の湛⽔状況

迂回坑道 進⼊坑道

エンジニアリングトンネル

坑道崩落

坑道崩落

進⼊坑⼝・進⼊⽴坑

➊

➋➍

➌

➎
⽔没

⽔没湛⽔

湛⽔
湛⽔

写真撮影⽅向



５．既往資料収集整理・現地調査
５−３．第２坑道及び第３坑道のポンプ排⽔状況
令和3年8⽉16⽇時点では第3坑道の湛⽔は概ね⾃然解消されていたが、第2坑
道の⼀部⽔没状況は継続していたため、排⽔ポンプを設置して壕外への排⽔
を⾏った。

迂回坑道 進⼊坑道

エンジニアリングトンネル

坑道崩落

坑道崩落

進⼊坑⼝・進⼊⽴坑

➊

➋➍

➌

➎
⽔没

⽔没湛⽔

湛⽔
湛⽔

壕外へ排⽔
排⽔ポンプ

排⽔ポンプ
（中継）

第2坑道 第3坑道 進⼊坑道

第2坑道⽔没・湛⽔状況 第2坑道排⽔ポンプ設置状況

排⽔ポンプ排⽔ポンプ

ポンプ排⽔状況
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